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◎グループ協議 

  「事務職員の専門性を高める手立て」に焦点

を置いて各自で実践した取り組み内容を共有し、

活発に意見交換を行うことができました。第三者

からの意見を聞くことにより、自身の取り組み内

容を見直して、より良くしていくためにはどうしたら

いいか考えることができました。 

また、他校の実践内容で参考になるものは、自

校にも取り入れ、業務改善につながる糸口にも 

なったと思います。 

 

◎事務センター所長講話 （南部中学校 山崎孝依 主幹） 

今年度 1 年間を通して、「学校事務職員育成指標」や「はままつ学校

事務グランドデザイン」を意識しながら研修を受けることができたかどう

か、これらを意識することによって子どもたちの未来につながる、とお

話をしていただきました。研修の目的や意義を考え、自ら学ぶ姿勢で

研修を受けることの大切さを改めて感じることができました。 

 

 

 

◎顧問校長挨拶 （富塚中学校 中津川貴一先生） 

給与の支給方法、教職員の働き方、メンタルヘルス

等様々な面で昔と変わったところが数多くある。そのよう

な多くの変化がある昨今だからこそ必要となるであろ

う、ストレス要因を正面からではなく上手に受け流すス

キル「鈍感力」についてお話をいただきました。 

それを身に着け、マインドコントロールを行い、教職員

との関わりをどう工夫していけるかが、今後の学校事務

職員に必要なことであると、お話いただきました。 

１部会 

２部会 



◎浜松市出前講座「生活保護制度」 

（中央区役所 中央福祉事業所 生活福祉第二課 課長補佐 木本誠一 様） 

生活保護の相談に来られた方へお渡しする資

料「生活保護のあらまし」を基に、事前に事務職

員側から提出してあった質問事項を踏まえなが

ら、浜松市の生活保護制度の概要、手続きの流

れや必要書類、支給される生活保護費の種類、

制度を利用するうえでのきまりなどについて教え

ていただきました。 

また、学校に関わる実務について、教育扶助費で支給されるものの種類、学校長直

接払いの仕組みや委任状、医療扶助や保険証に代わる証明書など、詳しくお話いただ

きました。 

就学援助を取り扱っている私たちにとって、とても勉強になりました。全ての子供たち

の教育を受ける権利を保障するために、生活困窮家庭へどのようなアプローチが必要

なのか、今回の講座により知ることができました。 

 

 

 

 

 ◎共済組合支援事業講演「傾聴について」 （講師 交流分析士 村井智明 様） 

浜松市学校事務職員育成指標の人間力の向上

を目的に、「傾聴について」を受講しました。 

話し手に共感を示し、理解しようとする聞き手とし

てのコミュニケーションの技法である、傾聴の基礎

知識を学びました。ペアワークでは、傾聴技法を体

験し、よりよい関係づくりにおける傾聴力の大切さ

を実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３部会 



◎実践発表 （江南中学校 髙橋咲希 さん） 

  

今年の夏に実践した、備品点検のペーパ

ーレス化について発表しました。 

タブレット端末を用いた備品点検は、ペー

パーレス以外にも様々な成果があったとのこ

とでした。 

 タブレット端末の操作方法については、実際

の画面で確認しました。 

 

 

 

 

 

◎顧問校長講話 （積志小学校 佐藤匡子 先生） 

学校事務職員に期待することについて、お話

をしていただきました。 

また、事務職員育成指標の作成に携わった

経験から、育成指標の見方や考え方を教えてい

ただきました。 

環境や職種によって立場は変わりますが、

「子供のために」という共通する指標のもと、学

校経営に参画していきたいと感じました。 

 

◎出前講座「監査委員の仕事」 （監査事務局 門屋浩二 様） 

監査事務局の門屋浩二様を講師にお迎

えし、学校監査を主とした監査内容や事例

等について、お話をしていただきました。事

前に提出した質問にも回答していただき、

監査に対しての理解が深まりました。 

監査と聞けば、身構えてしまいがちです

が、監査を行うことにより、規則や根拠を見

直す機会となり、規則等を変えるきっかけ

にもなるということを学びました。 

 

 

 

 

４部会 



 

 

 

「事務職員だからこそできること」 

        ～学び合いを通じて「私ならこうしたい」の思いを具現化～ 

 

◎グループ協議 

「学校事務職員だからこそできる取り組み」につ

いてまとめたワークシートをもとに、グループ内で

順番に発表をし、意見交換を行いました。その取り

組みについて、自分が実行するためにはどうすれ

ばよいか、「私もやりたい、こうしたい」という考えを

ワークシートに書き込み、考える力の向上を目指

しました。他校の取り組みから、自分の取り組みへ

生かせることを見つけるための話し合いをすること

ができました。 

 

 

◎顧問教頭指導講評 （中瀬小学校 櫻井伸夫 先生） 

 「グループ内では、それぞれの学校から持ち寄った課題等について活発に意見交換が

されていた。学校事務職員の皆さんには、今回の研修会で共有した取り組み等を生かし

ながら、学校事務職員としての専門性を発揮して教員を育てていって欲しい。」とお話く

ださいました。 

 

 

◎顧問校長指導講評 （北浜東小学校 花井清孝 先生） 

「これはある中学校の理科の先生が、『子供たち

に理科を好きになってもらいたい！』という思いで、

地球に接近した紫金山・アトラス彗星を撮影した写

真である。理科の先生がこのような思いを持つよう

に、事務職員の皆さんにも、それぞれの思いや願

いがあると思う。そんな思いや願いを、ぜひ管理職

にも伝えて、学校運営へ参画していって欲しい。」と

お話くださいました。 

今後も、学び合いで得られた「学校事務職員だからこそできること」を生かしながら、こ

うしたい！と思ったことを発信し、積極的に学校運営へ参画していきたいと感じました。 

 

 

５部会 



 

 

 

◎グループ協議 

 「学校事務職員の標準的な職務・業務一覧 業務Ｃについて」 

 

 ３つのグループを様々な経験年数になる

よう構成し、協議しました。 

 事前に行ったアンケート結果に基づいて、

各校での取り組みや工夫していることなど

の情報交換をしました。解決に向けた処理

の仕方やアイデアなど、今後の改善に向け

た意見交換もできました。 

 

 

◎顧問校長指導講評 （舞阪小学校 古川里江 先生） 

 グループ協議に参加していただいたあとに指導

講評をしていただきました。 

「業務Ｃを担当する教員と一緒に事務職員に担

っていただけると心強い。」「常日頃から、職員室と

校長室のパイプ役になり、事務処理関係のことで

質問した時には、いつでも笑顔で対応してくれて、

大変ありがたい。」と、お話をいただきました。 

 

 

 

 

◎職場の健康づくり支援事業『コミュニケーションスキル～交流分析～』 

（交流分析士 杉元真友実 様） 

 コミュニケーションスキル向上のために、まず自己

の特徴について分析しました。５つの心の特徴につ

いて解説していただき、それぞれの得意・不得意な

ところや、改善方法などについて確認しました。その

後、コミュニケーションの取り方やコツについてもお

話しくださいました。 

 相手の存在や価値を認める肯定的な言動や働き

かけは、コミュニケーションをとる上でとても大切だと 

感じました。 

６部会 

７部会 



 

◎代表顧問校長指導講評 （平山小学校 足立成寿 先生） 

 ご自身の分析結果を交え、「自分の問題に気付

き、自身をバージョンアップすることでコミュニケー

ションスキルを高めていくことが大切だ」とお話し

いただきました。教職員、児童生徒、保護者や業

者等の来校者と接する機会に、今回学んだことを

活かし様々な場面で適切な対応を心がけていき

たいと思いました。 

 

 

 

 

◎出前講座『デジタル・スマートシティって何？～デジタルで”繋がる未来”を共創～』 

 （デジタル・スマートシティ推進課 主任 伊藤達也 様） 

 「なぜ浜松にデジタル・スマートシティが必要か」「デジタルを活用したまちづくりの推進

について」「関連する取組について」「ドローンに関する取組について」「Well-Being 指標

から見た浜松市の特徴」等のお話をいただきました。 

 

◎顧問校長講話 （二俣小学校 大石浩史 先生） 

 「学校が組織として効果的に運営されるように、事務職員は事務を司るという点から力

を発揮してもらいたい。」とお話をいただきました。 

 また、意識することとして、「主体的に職務にあたる」「事務業務と教育活動の連携に努

める」「学びの姿勢を持ち、制度変更に対応する」「健康管理に努める」を挙げられ、他校

の事務職員との横の繋がりの大切さを伝えられました。 

８部会 



 

《みなさまのご要望にお応えして、プレゼンの一部から事例研究を振り返ります》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困った時には、 

ちょこっとした研修の 

つもりで調べてみて 

ください。 

 

～研究グループ 

(運営委員)より～ 

★一つの出来事には､関連した 

 事務処理が複数あり、その 

 内容は更新の可能性がある 

ことを理解した上で､上手に 

資料を活用しましょう。 

 

★管理職とよく相談した上で、 

事務処理をすすめましょう。 

 

★調べても分からないことは 

 一人で抱え込まずに､だれか 

 に相談しましょう。 

第２回研修会 『事 例 研 究』 追加報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※事例研究をするにあたり、それぞれのグループが参考にした資料・規則等を紹介 

させていただきました。 


